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たまには目をそらす?

本粧での「調査研究J、自然学校でどんな活動をして子どもがどう

なって    に ばかり関心が行つていました。今回は半分は補助

員に関する調登です。自体学校の運営に必要欠くことのできない補

助員に関して、実愚力切 掲できていない と いうことを考えれてまこ

の調査もとても重要だつたはすなのです力Rな せか初めてらしいの

です。

それだけに不完全なところもあるかもしれませんが、きっと役に

立ててもらえるでしょう。また、自体学校と補助員について考える

きっかサィをくれるかもしれません。

考えてみると こ んな風に、子どもにあまり目を向けない調査、

あまり行われることはありません。子どもにばつかり目が向営がら

です。たまには少し目をそうし、ちよっと外れたところを見るのは

どうでしようか? 何 か新しい視点、発見をもたらしてくれるので

はないでしょうか? 本 田査の主題とは関係ないけれど、ふと そ

んなことを考えました。

平成15年 3月

は じ め  に

ILHr県立南但馬自然学校
枝 長 幕 本 雅 欄



南但馬自然十枚lHlttfj究委員会では Ⅲ!イ指'M十■の音様によつてほ々なIR

り組みが行われ4r実に研究成果をあげてきましたが 今 回は4rlタト教ヤデにれわる

複数の大学敦!tがプロジェクトに加わり 研 究lbt力を円ることになりました.

大■というfl究機関に身をrrく者にとつてこのようなプロジェクトに協力で

きる機会を,た られたことはこの上ない諄びです.な ぜなら 兵 Ⅲそ,そが進める

自然学校の中核施設である当核には Ⅲll夕/Jh野研究のための話条件が備わって

いるからです。サ1体的には 現 場にr4も近くかつ客理的に白外竹怯のIlljILを親

ることのできる向外学校指導主11の方々と 野 タト教育の単Fl家が協力すること

による相栞効果',u待 されます。また こ れまで野外教育の子口I究を進めるにあ

たってにも大きな時単となってきたのは 現 場の生の声がなかなか聞けなかつ

たことや収来できるデータ数においては〈外があったことなどですが こ のプロ

ジェクトに加わることでそのような問41Ⅲ`解 rlされます。

もちろんFl究環境を求めただ テではありません 今 回",ある者はllれも兵EBE

県民b日 外をこまなく安している町タト活動の実践家であり 山 A体 験がすくす

くと児ヽを市むことを知っています。そして研究成果が兵匠味|の出然牛伎1「業

に役立ってにしぃと願ってのlj3カでもあります。

今回は■つのテーマを設けました。 つ は 「自然学在指導柿助11にr4する調

査J も う一つは 「保護者がみた自然学校の打価Jに ついてのけ,先です。

調■■の主た/9ナ1象は児童や教機限 教 イすAll来などに直4妄かかわっているもの

ではありませんが そ れぞれが自然学化をとりまく重要な解成要米です。R“書

は 白 外学校の迅省に今やなくてはならないll在となっている指い桁助員の実

思を副交し 由 然学校における持蒋ll lVlllの市llの仕方を考える上でのと確資

料を得ようとするものです.柏 導術助!1についてはPpl通も/rF′卜するなど必ずし

も好ましい状i■ばかりとはいえないことから、早急に実態を1世ⅢⅢる必要があ

ると考えました。後者は 保 護者の山然学技への梨解を深めるためには 親 子

参加型日本学校的プログラムを開発し■施するとよいのではないかというに説

の下に 保護十の自然学校に対する興味 門ど ニーズを探ることにあります。子

どもの体験を)(右することで一層由なヤ怯への型解'(添まるとWillきれるから

です。

それぞれのアータ分析にもごとロ ドさい。

平成 15413"

兵庫叫立南但馬自然学校
耐在 研 究委員会

委員長 に! '日 試



目   次

―



I

自然学校指導補助員に関する調査

関

　

姫

西 学 偉 大 学 動 数 猪

路 凋 協 大 学 助 教 授

兵療県立市但用=妹学校指導ユ摩

兵盟熙立市恒円自体学校指導圭事

兵慮県立障但用は然学核指導ユ毒

甲 斐

中 野

足 立

西 村

森 本

知 彦

友 博

みや子

― 範

良 孝

- 1 -



【よじめに】

兵巾県における小学技5年生を対象とした自4

牛枚は本年校(15年 Bを 迎え 子 どもたちの白4

体験活動への取り紅みに大きな役をJを果たしてい

る 現 在 日 株学校の多く工教育委貫会 学 校

施設 指 導賞 指 導補助貝 FTA 地 域からな

る祖融で運営され そ れそれうin外学校起官にお

いて重要な役割を実たしている.中 ても 多 くの

役割を担っているのが指半怖助員であり 位 らうt

自株学校に友 宝す彬響が大きいこと1ま編田・
中

野Jら の報告からも明られてある し かしながら

現幼で1よ そ の指導補助員に閃わる出超う托 生し

ており 必 すしもミい状況の中て趣告"iなされて

いるとは言い切れない.そ こて ホ 調査研究奮貝

会では 自 然学校の迎官に大ど(四わりをもつ指

導補助員に焦点を当て そ の実態を調査し 自 然

学校における指導綿助員の活用の仕方を考える上

ての基礎的墳十1を伴ることをB的 とし 日 外学校

中核施桜として設置されている県立市1,馬消な学

校でru動した指導袖功よを対長に調査を行った。

因, 隠 ,縛 駒RO年 い

00-30震
0“

性別 :図 2に示すとお り 性 別では'十筋■6“

女性が引・bと こ|ヨ司比であった。

四2 掲 専網助AOに ,,

【方 法】

調査 ユ高但馬自然草たて自然学校を行った小学

校 (的r4)の 指導補助員222名にチすして 郵 送法

及び間担馬J芥 学校での自然学校ス技時に西Ell

退枚時に回収といった方法を用いて 平 成14年5

月ヽ11"の 期間に'ン ケー ト調査を行つた 回 収

数は140通 (回収キ63%)で あった。なお 設 門

方法は選択肢法を用い 一 部の設Wに おいては自

由記述回答を求めた。

【橋果 考 察】

1 4=率 補助員の掘地について

年婦 1図1に示すとお' 指 導補助員の4怖 は

塑歳以下が一番夕(全体の"ヽ を占めている さ

らに お -29歳 て祖Xと なっており 指 導相助賞

は20歳代の者が担っていることがわわる。

職業 !E3に 示すとおり 大 学生″ヽ 2●bと一trr

多く 次 いでフリー'―カウ5発となっており 4

怖もあわせて考えれせ 指 導補助Hの 多くは大学

生であることがわかる。また ケ 数ではあるが自

甘柴 公 務貝 非 ■勁講師といった性業の者が休

みを利用して1=導補助員をjhあるケースカtあった。

学年 ,さらに 学 iは 掌i及 び_r11学校i)

に学年を手イュたところ ロ イに示すとおり 1回

生が"“ と 喬 夕( 次 いで 3回 生め27町 2

同■の12% 1回 ■の10・●となった。これは1

2回生では比鞍的 学 校での推業が多 く 技 業を

0々-0理
0韓

口0 増 専網助Aり 畷祭
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□4 学 生H格 助j10学 年
S回首H■ ―

llたてならnするこ

iら ' 1る

公昭 ,々一
ないてあつた

フ“

を 4=革 治lj[1の|1族 ニスキルについて

本湖在'おf無 となったfn導稀助11は 四アに示す

とおう ■ の托欺,H数が多いイマ よ“"Hを 超え

山外学校の対球htIり|=‖ して か なりのfI壊どlt

たている者がいること力`わわる し かしながら

=の ff敦がⅢⅢ)11と 少ない帝■打助Hう●1ヽと

かなりの割合(■ 1す ることもわかる ま た rF

欧午数についても 同 おこ示すとおり 5年 以上

の作強をtFFんで↓ち■″23ヽ いる″〔 1午 日ヽ4

■出といったすし‖々nりltrTの成いイで77ⅢⅢを ,して

ヽ中 「 工性Jの ところでも機れてヽるとおり

指尊柿助,1の夕 (う●1生のため “t,し ていると

f"Jtの 子数にととまっているとちえ'ゥ■4.な

わ 経 験1:敗と i々‖ t沓加するキ|た私の関係につ

いて 打関係比を求めたところ o Ⅲ66となけ軒義午

飲め夕い指埠hi助 M:!Ft l“ tな加するキ技数が

夕t卜こと力【" とヽ“ヽた lpく 001:イrtオ↓v‐o oll

回夕 02「今日0自体学笹晦 をたにとつて何目目?」

矢晴の投Ⅲ lヤt ilサして 析 ,柿 助賀ど"lt

する時 字 化の授率をどうしたか科おたところ

イ61こ示すとⅢⅢ ■ 【んでな力ⅢしたJ力ち5ヽと

多く 学 年とあわせて考えれ ! す般 的授業枚ガ

少ない`口 4)松 率を休ネやすく な 力磁 ウ坤 え

たので まないかとちiら れる

国5 ,生 指,格 コ■め,取

口0 学 tlgmDRO授 算欠原0控 い

50日 以上
3町

口B “ 「う志たにと,て 自蒸字授は何年目そすが,J

●ヨ
4"

0年ロロ ト

4“

60日
わ

に

―

！

方 白 仏ケヒ!よ外での,埼■としては 同 9=

Ⅲ十二お, 備 ■)のをが苦段町四十ちn4体 敦活

助 幻起出14 tl十夕ておらす 楠 人でのhi動か も

しくは自松ナ松の怖や柿勁rr動が にな i動 となつ

ているようてある (所 属吉の所Iけ い よ山10に

示す十三た 1常キ忙力tつ ヽヽて 5'席 市価てr

じ有T施 しても■ったとこら 回 1l tホすとおりと

iO■10日

,,て ,切 吹
55ら

と ヽ4
い,■ 0,ヽ

0ど町



なり 平 均値から挿弾塩と御 61を上回る環日

すなわち 得 意とする項目は野夕故 事 ■ ヤンプ

フ,イ ヤー ウ オークラリー 野 外ターム オ リ

エンテーリングとなり 下 回ろ項目 す なわち

不伴手とするlFl目は雪上活動 量 空観察 環 境教

育 地 師 発 じ ―ブ7-夕  ′ ―` トウオツチン

グとなつた。なお □ 12に示すとおり 白 朱体験

活動に関する夜格を所持 している者は郷斑にとど

まった (資 格所持者の資格は田13に示す)

□0 014階 段所■している自済お酌H8国 4はあ0ます"列

41町
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□10 C14SO「 それはどん̀ 団 体ですか?J

回 1 35mに わする指魂 め 0自 己印価
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口12 015「 日Rtl― 四出OItt純 つていますJ,J

日13 015en「 を■はどんなコtで すか'J

0い

aぃ
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呂

畳
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母

と
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■
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■
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ラ
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タ
ー

イレ

きを
7サ

四,4 tt5口 い はどこて知りましたが,」

"回 ,0-

印 Ⅲ 登

IIVS掌 ほ や
れ

所■す0□ ■
磁

3 指 専補助貫の採用について

指導鮒助貝の採用に関する情報をどこでいたか

を尋ねたところ 図 141=示すとおり 如 人 友 人

などからの紹介"晦 覚と一竹多く な の情44より

も 摘 人のネットヮークによつて 採 用精4Lが広

まっているようである。また 採 用が決まった指

尊細助賞に関して 「 自外字校体解の公文PTが

あったか 経 かったが あ ったとすれ どどこ力ら

もらったかJを Bね たところ 口 15こ示すとおⅢ

約半数の52郎が 「もらっていといJと 答えており

指導網lh員のあいまいな取う披いがうかがえる。

群釜については日15に示すとおり そ の多くが

40∞ 0ヽ80的 0円の範囲であり ま た 参 加口数

については図17に示すとおり 98党 の者が全H器

参加で 部 分的に指導網助員を勤めるケースもあ

るが本調査ではtまr全員が6日魔の李加であった。

i勇

口'5 0フ 鴨錦ヨ中闇日会文■はどこj"い ほしたが,J

筋
い

- 5 -



的 o o m窺
1時

2t O∞ ヽ

幻引ココ 円=コ
〕“

口16 06「時0い しヽく,【 したか夕J の打ち合わせの形唇は図19に示すとおり 依 頼さ

41た小学校に訪問する形が夕く 打 ち合わせ内容

は図抑に示すとおり 「軟師との瀬合わFJ「 ア

ログラム内容のSE剥 といったものが多あつた。

印 3 ∞ 巾 含会,口 日●,■した"J

B D  t t H E
第

日
巧

０

４

国,フ 0,2f成 ,日0うち円日,Iし ましたい,J

口'0 0'0「 打ち台わせはこに,形 ■tbれ ましたJ?J

4 富 客学校梨描開の状況について

囲18に示すとおり 自 体字稜喫魅前の字核との

打ち合わせの回按は1回ar●n6と一番多く 少 な

い回数で打ち合わせが行われている。さらに そ

い

い

い

正

晦

い

恥

い

い

い

い ど
母

Ｂ
，
コ
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〓

雲
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ゼ

ブ
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Ｓ
口
，
日
日
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国却 ni,「 輸 台会はどんな内日でした0'J
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さら = 自 然学校指革輸助Hを 担当するにあた

, ⅢⅢか"前 に‖にを受けたかを舟ねたところ

図21にホすとおり 01時 のをが,十 ずに '・ F字

技指導補助員を担当していた.「 2 指 キ袖助員

のを数とスキル|=ついてJり ま‖所f4状況とあわ

せて考え J々ま 表 1に示すとⅢⅢ 資 格もなく研

楼`安 けすに自然宇佐の現lB二魅えているをは

507%と 杓半数であり ,ス タマネーシメント柿

を考えても 今 後 検 :rすべさ“(ュ ないかと考

えうriる.な お ,前 に受けたFr'とは同22に方`す

とおり 「 勢 学校析尊補助rlの研鵜全J力■1町

「出然件欧f舌動的逃の研接会Jが 27ヽであり そ

の両方を受けた者,■9略てあつた

□21 6,3「 おうかしめ研rを 寓ナましたか,」

5 現 戦での問わⅢ方

向郷に示すとおり 白 株ヤ校川助での叱Rと の

四わめ方 よ「生活新`J 「 アじグラムIIt 活

動のff球Jの 両市モ門かるケース″材 ヽと多く

その夕くは常導締功というより1■ヤンプカウン

をラーとしての働きが★められているようである.

また そ i舌動への円わり方および実施車を母ね

たところ |」匁に水すとおり 「キヤンブ″ァイ

ヤーJ「 iャ ンブツングJ「 ツFケト焼守J「 野外

タームJて は指導18助rtの四わめ度合いが高く

怖 志手ヽ」 隅 晩歓市J「 地力々研究J「 ht TE朗

寡Jで は指い補助ftの問わり岐今いがltかノた

また ■ 央臨+と 四おり方の側ff(国 23)Ⅲtつい

て 補 問係敗を求めたところ ― O m2と なり

実施率の出い活動において 円 わり度合いが高い

ことが翌うちれた. 1,(001)

□2● Cl'「 ,■ と0円 わり方は,J

iり お
4町フ0クラと口と

活ljOB● ■,0
1 "

国2 014「 あうかし0霞 けたコ“はどんtrtで ,ど ,J

表 1 演 相所埼状況と事商冊触D笥 照う18係 ，
い
曲
駅
≡
氏
ｎ
ド
，
Ｐ
ｒ

女格なし 資格あり

2■3 u 3
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四24 01口 宮斉Bjへの円わ0医合いと末票に率
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0 自 外学校実施後の状況について

口弥に示すとおり 存 産 指 導袖助員をやって

みたいかを尋ねたところ 94%も の者が 「はいJ

と答え 多 くの者の中で自株学校ての第導補助員

というFI験が前向きな体験としてとらえられてい

るようである。その理由としても図27に示すとお

り 事 前の指導細助貞 こなった理Hiとほぼ同じ傾

向を示しているが 特 に 「探しかつた力らJの ボ

イントあ努 町増えており 前 向きな体蟻であつた

ことがうわ"iえる。
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さらに 本 部盗では以下の2Hに 関して ま 白

記述日をを本めたところ そ の回答中は高く

「自然午後指導楠助貝を経験してR″ ったこと

得たものについてご自由にお替きくださいJと し

たQ如 では80“ 「 自然学FIFR撃補助賞を経験し

て不納なこと 望 r」ことについてご自は1=おけ宮

くださいJと した021では49時と回密ヤの意誌の

高さ力つ か力rえた

Q如で11 「スタツフとして参加しながらも自

らが学ぶことが多く 析 お補助員富らが成長でき

たJと いつた記述が夕く 高 い消足産を示してい

る (全 文はA,pend xt添 付)一 方 021で は

「教員との担機J「 ブログラム内容についての指

おJ「 指韓榔助長同士の問わり」に函する記述が

多く 猪 専補m貞 の位置づけ 役 割を明ILにする

必要があると考えられる。 (全文はAppendixこ

添付)

【ま と  め 】

市但円自体学44で自然学校を実施した小学校の

指導箱助賞の実ほに関して調査を行った携案 以

下のこと力Ⅲ日らかとをつた。

指導補助賞を行っている者の多くは抑侵代で大

学生が多く そ の約半取"撃求を次けして姿加

している

指導補助工は比率的 H捺 学校指導補助経験が

少ない者が多く 自 然体験活動に関する責格を

持つているをも少ない。常卓碇力に関しては財

舛枚事 キ ヤンブフアイヤー ウ ォークラリー

町外ターム ナ リエンテーリングで高く 督 上

活動 2笙 観察 環 境教育 地 域研究 ロ ーブ

ワーク ネ ードウィッチングで低い傾i4にある。

指導柿助Aの 解明に関して そ の情報1と公の情

報よりも輛人のネットワータによって情報を得

ている。また 採 用が決まった指導補助賞に対

しても 多 くの戦合 公 文樽等のムのよrtがな

されていない。

実雄胡の準IHtiついては 打 ち合わせが1回で

その内容は 「転師との領合わせJ fブ ログラム

内容の磁泌」となっている さ らに 日 外学校

を担当するにあたって lllnlに研修を受けてい

る者は少ない。

現場では 怖 尊橋助というよりも 「生活怖尊J

「ブツタラム運営 活 動の指導」の問面に関

わっており 4活 動11ついても実施率の出いも

のについてはす尊的にかかわっている。

以上の構J4tを狩まえ 今 後の自然学校のさらな

る充実を進めるために以下のことを提言したい。

い抜や委員会 あ るいは1テ町教育委員会力ら県

- 9 -

―

一



ド●★ I Ⅲ 末 Ⅲ Ⅲ十ltへ 由′li t■半袖出

どう′〔町‖■を千ⅢⅢ Ⅲ4!!:! “ 11+■ '■ う

[と'い 卜Ⅲ攻台 市ⅢⅢ■■―″ !し てい||

1■ 十をⅢ‖ =する

liⅢJftイ !tl!■ !よす■賞と:|,,3と

■ F●)rツヽィ1噴市コ1111+=る 11,|を行はit

!サ,と !ち

Jヤ■縞IⅢ■,1サ!t Ⅲ lll会を,4じ , 向 ツト

十えう'Jf t お,平 すぅ!,マ左it よtt=デ"J

作■をサ‖に' コ ‖!lJるととr)モ ■ '■

人化は114■ ,

〔引用 参考文献1

れ1巾■IJ lfll‖:「出■歓キrJコ イ1,究

H ― ⅢⅢ11めて1つけi  大 ユイヤ たヽ■

ヤよど ,21を 1 145 pr i5-S6

Ⅲ町′け rⅢすせ″ ⅢⅢ■1止!「Rけ||ド4■

■■を,モⅢ l〔―白■ャlt F)実!r )t=

,

!)H十 1モ■

|■12■1)|

1(1

工,F町ヤ1化;市 究 資 十



lS 20 自然掌枝指B補 助員を経験してよかつたこ

と 何 たものについてこ自由にお■きくださ

い。

Al =株 学校中は子どもや先生方 他 のリー

ターと深く関われたことお'よに残つています。

期間後も子どもから手紙をもらつたり 学 殺

行車等で会うことができるので 人 間とつき

合うことの素晴らしさを字んだような気がし

ます。リーターとしてのみでなく い ろいろ

な地面 い ろいうなコ米で人‖Jとして成長す

るさつかけになつたとはいます。

A2 私 は核質志望なので自体学枚に姿加させて

いただくことで学校 教 師 施 強をいつも多

くのll度から見させていただいております。

その中で 子 ともへの対応や執職賞の皆さん

がどのように基で勲いておられるのか

ということを学ぱせていたfr営大変勉強に

なつております。

A3 社 会転青 生 援教育を大学で専攻している

ので 散 背凝均で活的しておられる先生方と
一緒に活動させていたださ勉軸になつた。子

どもに対する接し方や活動の選営ブログラム

をと多くのことを学ばせていただいた。県外

の大学1こ通っているため県ごとの作欧活動の

速いがつかめた気がする。育ち握りの子ど8

たちとを食を共にし エ ネルギーもたくさん

もらった。以後の活動にとても役立つ体験を

させていただいたと思う。

A4 官 株字74を通して 子 としたちよりも,分

が一番成長させてもらつている気″する。い

ろいろ・r子どもがいるので こ の子1とどう接

したらいいんだろうと考えたり 子 どもの実

閥や取声をとにすごく心"轄 されたりする。

Si宮68と いうにんの1週間ですごく仲良く

なれて す ごく懸麟してもらえ す ごくけし

い。どうしたら子どもの心に導くたらうとか

よく考える。

日分と予どものよがつなめてるというか パ

ンフといい態しになれるとすごくいい。子ど

もたちととんでいると自分t子 とも1こをって

選本る。

すごく純杵で自分が忘れていたかもしれな

い気持ちを赳い出す。ある意味 大 人になう

予ともになり 苦 段の生活ではいをい自分を

発見し 自 分も仲びすごく,た ものは大きい。

A5 目 株学校に行言怖めてから い かに自分が

幸せを環境で'っ たかを思い知りました。当

たり前のように両親がいて 者 たり前のよう

に食事をして 当 たりntのようこ布団で接て

いた。それが当たり前ではないと分かつたと

さ と てもjlcすかしかったです。その分 白

分にとつて当たりnlだつたことヵ【当ためjFrで

なくをった子どもたちに 今 の自分がでさる

ことをやろうと思っていせす。自体学核には

会っていなけれFすごく視野の狭いちっぼけ

を大人のままだったと思うと柿いです。 (今

もまた'た です力F   )

AO 子 どもと自然の1で 関わる中で自分も成長

していくのを感 し ま た な 師 指 導補助

負 子 どもたちとの人川関4Fが広がった。

たつた5泊 6 trだ4F得るもの"吠 変多く す

ぐにでも何度でも行宮たいと思した。

人″ 草 枚教育のllJでの子どヽたちの組のつなが

いが職察できた。自分の経験値の低きの再認

換をさせられた。

AB 自 分が小学生だった日を思い出しました。

子どもの時はもoと 自然にふれていたような

気がします 今 回のlS験で改めて自然の良さ

を肌てるしました。また 教 節を目指してい

る者としては子どもの時くような歳見が閣け

て勉強になりました。

AO 手 をもたちがいかに大人の行動や言動を見

たり 聞 いたりしているかを実感させられ=

す 気 をつけているせいか=体 と普段からも

言葉jEいをどを気にするようになりました。

拙とはlL4活 することでfいられる経験を子ど

もたちと一持に繰り返すたびⅢt直分自身も成

長していると思います。宮分が親になつたと

きのよい勉強になります。将来の夢である野

舛情蜘閥採の社・Jrに靴くためにも波適のIS所

々と思つています。たくさん袴験を描んで生

かせたらと思います。

A10 最 初で最後の経験だったけど 子 どもって

すごく純稗で で も根能で 強 する度に館し

くなっていった。人との接し方々協閥性 能

度さ rt● の大切さを薦↓■まと懸した。々れ

をしっかりと子どもたちに伝えられたか卜配

ですが  れ

A ll 字 在の中とは違つた中で大きくを,て 補宅

- 1 1 -
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する子どもたちを見たときはいつもよかった

と思う。

A12 5泊 6日の中で子どもたちの様々な面を見

ることおtできて 将 来教育に関わりたいと

_Bつているのでとても勉強になつた。子ども

たちのいつt元気な委を見ていると元気にな

る自分1=気がついて 今 まで以上に子とした

ちと関わる税策に競営たいという思いtF酸く

なつた。

A13 子 をもの策直な思いを感じ 指 導者として

の子どもへの接し方を学本た。先生方との結

により考えを採められ、また 自 分の蜘曲が

豊富tiなった。

A14 た くさんの子どもに接することができて

普Eま れてしまっていることや子をtの可能

と、想像力の豊かさti気すかされます。そし

て 子 ともから元気をもらいます。

A15 と ても充実している。大人からは学べをい

ものを子ともから学ぺ 感 じることができる。

自分が戒長できる。東直な子どもと終してい

て自分も革直になれる。

A16 私 自身 小 学校の一番の思い出"て日株学校

であったので 10年以上をった今 補助員と

して参加できたことがとても晴しいことでし

た。また 逆 の立戦を経験させていただいた

ことで 架 しい思い出の陰でいちいうな人が

動いてくれていたことを知ることができをし

た。私好小学校の時にコ世話になった補助lR

の方 先 生方 施 取残員の方 を して今回一

緒に活的した力4、 子ともたちにたくさんの

さ誌の気持ちをいから持つことj「Cきました。

A17 補 助貝同士の呼政を合わすことの大切さや

先生方との円採のよ要性を学んだ。子をもた

ちからはいつも見られている。子どもたちは

大人をよく見ていることに気づかされた。

A18 小 学校の実伸についての考え方が変わつた。

小規模稜でも大変であること,坊 " りヽ 指 埠

補助貝う哨 然学後にとって大変重要と位段を

占めていることうリ カつた。

A19 子 を`た ちとの日わり方を字ふことができ

た。また 子 とも主体の活動の在り方を学本

た 。

A如  補 助員をしながらも自然のことについて型

解することが多いので と ても勉強になりま

す。

A21 経験を今後の活Rjにいかしていきたい。自

分自身の内面の成長にもなりました。また

子どもの実頗から力をもらいました。

021 自 然学校掲導福助員を換ほして不語をこ

と 望 むことにJい てこ自由にお■きくださ

しヽ

Al 今  よ く自然学程に行つておられる人の中

で 子 どものことよリキヤンブファイヤーの

ケームのテクニッタや嬢り上十Fること,どかり

が先行してしtっ ているような気がする。

「子どものためにJと いうのが決まう文句の

ようになつていなが `っ と大切なものを見

つけないとタメになってしまうような気がす

る。

A2 だ んだんと自然挙t4に動回するためにも☆
格がいるのかなあと思うことう【ある。そうで

ない場台は学校の先生力との結し合いの時田

をしっかりをつて 打 ち合わせをすることが

必要で1工ないかとこう。

A3 自 分の指導する力"【またまだということを

より知り も ,と  学 ネことはあるなうと

思つた。頭では分かつていても 行 動するの

はなかなが軽しいということをあらためて感

した。

A4 自 然字枚が韓まって15年になり 自 然学校

指導補r71員も定をしてきたと思いますが、

リーターを望んでおられる学校 補 助貝を霞

んでおられる争稜の二面とうあ るように思い

ます。

サーター主体を自体学校もよくあるのです

が そ の中でも意味ケけてリーターを前に出

してくだきる先生力と 何 の考えもなくただ

お任せの雰囲気の先生方力■まっきりと分かり

ます。自然学被の意味をもう
一
度確認しつつ

活動に座みたいと科っています。

A5 闘 速いしているリーターめ増 えていること

がほみです。特にA市 や=市 などは、け―

ター汀ヨみでプログラムを進行する。自然字

複を一つのイベントのように盛り上Fえ 自己

油足していること。全員がそうではありませ

んが C市 の一件もあることですし 「☆

親 とかの観点ではなく 「奈質Jの面を問

- 1 2 -



うことうFL要てはないかと考えます

A6 年 前を通してあればよい 大 学範の理軒も

あri rさらによい.実 施Fu設からのlltlr 6あ

れば選,(ltも」tえ 参 "隣 会が増えると思う

足非そのようになイトばと望tr.

A7 先 ■方力【遠Ⅲ夜代されるときのラきなどの

rfヌ‖:。相鞠 1助員 先 上方それぞれが子と

もたちの11にどう出て !め 辺 りまで,っ

ltっていくのかが打ら合わせ通りいかないこ

とVf多い。

AS ,と も,(元気に帰ったことを実例だと■わ

れ 大 変シヨツクを空けました 先 生方の

本―ス(工あわきせら1 てヽいる子どなたちが多

いのだなとばしました

ブJグ ランも:ル 込みす営です 一 つのこ

とにしつくりと'【り紅むブじグラムを獅ャし

て欲しい ■どHたちに達成どを持たせるこ
とにより 山 情やとに残るものになるのでは

ないかとはう。

AO チ 松とは違つた環境て1日中適して時口"モ

使えるという条件を生かしたブロ″ラム立楽

をして歓しい。せっか(自然の営なな所にそ

ているのに卓内のプログラムが多かっため

lg中 忙 しく活動を詰め込んだけ ち ェっと

残念なプログラムを立てている学校も■受け

られる。

A10 睡 眠がた分にとltないこと

All 軟 職賞との昭な赳格を望む`

A12 先 生方の1で の出然学校における細かな打

ち合わせがもっとはしかった.ブ ログラムが

豊おな制に抗しているだけの感があって ■

どもたちⅢt求めているものが分からなかった

A13 自 体字核の中で■残てきないことをとこと

んやう対すブ'″ ラムも行って欲しい

手前の下潤本から作嫁 ま とめへ。

A14 字 投によって白林学校のとらえ方が実なる.

内容も賞的丼が大こく疑間がlFkる。ケ枝

リー/― の考え方 指 尊の蛮勢にも大きく‖‖

題をはじる 大 いにお千リーターの養成blf接

を平む。

A15 自 然学14にの子ともたちの作文を見て

リーターたちは子ともたちに出然に'け るこ

とを教えすに 楽 しさしか教えていないのだ

ろう力とuう こと"〔ぁる。自然字稜へ行って

子どもたちはもっと他にをしるべきものがあ

ると,う し 学 t_も葉しきたけでなく子とも

たちにもっと他に感して欲しいものがあると

口つているのではないだろうか.

ヽ16 先■方は全面的にフう ク7フ ブしてくれた

が も ,と プロタラムを立てたり 占11=山て

,ど もたちをす,弧 って欲しかった。少し指

辞獅助nに 任せすざなところがある。

A7 と のくら, 子ヽどもに関わつていいのか迷う.

ヽlS 小 学能によつてはH然 学校という行
lrに

取

り組ど芸勢がどちまちて 一 つのつらい し

たとい行事としかとらえていない北4Lが多い.

そういった先生にR' ,ど ものことがよく

見えていなかったうする

いつも 先 生とリーターがどのような線を

,い て ど こまで手を出すかという`ぐ "合

いをしているような状態である。llFj t子ど

もたちカィ 安力てっていることもあったりする.

fJち合わせ回数が少ないようにtう 。

A19 自 分の役割を担鳩せず In ttltな指導純助

償とともに活動する自体半核は杵輛だった。

学校側でもっと桟かな人逆をしてcIしかつた。

A抑  桁 尊補助員の質について ケ ttと摘助員の

白株字技t対 する意志の疎迎.

A21 今 回は初めてということもあつて 何 をど

うすればよいのう分からないよもあったので

す力1行 に衣師と指導制 l員のrr舛が分から

なくて ど こまで筋み込んで↓ヽ のヽかう理 解

でき,困 りました。

■
出

日

Ｆ

，
日

ｇ

障

円
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E

自然学校を経験した5年生児童の保護者に関する調査

四 西 日 麻 大 学 軟 接

神 戸 ‖j外 国 語 大 学 放 授

兵暉単立何但母自●L学校指好=事

兵韓曝立HJ担馬E盗 多後打尊=事

彰

誠

純

哲

高

山

足

声

見

田

立

田

-15-



【はじめ|=】

兵煙黒の自衆単枚の中核格立 して先専的な取

り祖みを行ってきた博担馬自然字接t設立10年を

週たようとしており 新 しい方向性を探る時川に

きているも遇去の自然学校における教育実PRや研

究成果の蓄積から 自 然学校後の体験が日常の学

校 家 庭生活の中では得ることができない浦足懸

充実ほを得ることができ 児 童に何らかの変化を

もたらすことが明らかにされてきた。保護者の自

然学校に対する挿価も自体学校の開始当初に比本

ると甘定的なものにをってきている。

しうヽし 自 然学核のブログラムがマンネリfヒし

た, 事 践の競界が長最させず 児 童のライクス

タイルに組み込されるまでにいたっていないので

はないかと想稔する声が聞こえることも事実であ

る。その理由の‐つとして 自 然孝被での作税が

脱日常の行事に桝わつてしまい 学 校や家庭にお

いてもその後をフィローする体験が少ないことが

考えられる。自小学技で体験したこと 身 につけ

たことをその後の学校や療健で日常的に4taでき

る環境を控えていかねtrをらない。

そのためには児渡のさらなる自郷将験と保額を

自身が自然体験を行い 自 然学校 (自然Ftt)を

深く理将することう,必要であり 保 護者が子とも

と同し空間、市駒をlt残することで一体感が生=

れ 家 族全体のヨミュニケーションカ情 発にtFる

ことが予想される。

子どもたちが盛旗とともに再度荷担馬自・A学枚

をおとすれ自体体験ができるよう 積 極的11審旗

を受け入れる体ltを壌増する必要がある。宗藤を

対難とするツログラム囲発を行う場合 保 毒者が

自然学校 (自然件験〉1=対してとのような価値型

をもち 商 但丹自然学校における活動に何を求め

ているかを明らかにすること力重 要である。した

がって本研究の目的は 親 子参加型ブ,グ ラムの

開発1こ寄与するため 保 躍者の自然学校Ⅲこ対する

輿来 関 心 ニ ーズを探ることにある

1 嘉 査方法

再在対象者については 平 成14年9】から平成

14年11月に南担長自然学校において自外字校を実

ttdした小学校2校 の学校受ti対して保護者による

貿‖紙担室を依駆した。再査算は小学校に郵送し

各学校において10件の森魁を様作ねに抽出しても

らい担当軟諭を辺して対象保緩者に手渡し 回 鶴

検とりまとめて南担規自然鋼 41t郵送してもらう

方法をとった。調査の央幽時期については 自 然

学校開始直前1=車舶寓査を 自 然学校終了gか ら

7日以内に事後調室を行った。回収後について事

nt調査 事 接直後調査とも】併人の回答を得た。

回答者の内訳11母a948% 父 触 ″% 祖 母

05%と なっている。

2 調 査内容

保護者の自然学校に対する解価を調べるために

O白 外学校前後の児童の恐確技化をどのように見

ているか ② 自然学校後にどのような話をしたか

O自 然学校を体験させてよかったか ① もう一度

自体字核体験をさせたいか ⑤ 保譲者自身が自祭

学校を体験したいか 11つ いて項目を作成し質問

した。中でも①の児童のぼ度変容tこついては 国

立オリンピック記念青少年結合センターカ学 茶李

加者の変容測定のためにll成した254F目"ら なる

「少年版野外体験事業盟川祇尺度 く保護者用)J

を用い 自 然学校の直間とtt後に実施した。

銀子参加型自然体験カ グラムに閥する興味閥

心に関する調査7R日については 平 成8年度版の

「芭妹 人  地 験に字ネー常担肖自体幾 ブログ

ラム研究委員会のまとめ―J力 ら保護者を対象と

した閣査緒外を参考に以自のJR目を加えな力【ら作

成した。

3 分 析方法

児童の態度変容に京すする項日では 「あてはま

らない」に0点  「少しあていまるJに 1点

「わうとあてはまるJ2点  「かなりあてはま

るJ3点  「きわめてあて【=まるJ4資 を与え得
tF化して そ れFttの平均竹ttと に事前と事校

聞で 検ヽ定を実施した。 1検定とは手前と事後の

平均値の産力者 意なものかとうかを検定するもの

( 平 均値の差が誤謹の範囲の変化であるか そ

法1〔方

十　
　
　
　
　
‐ｉｒ
ｒｌ
ｌ，
１１
１１１
１１
１１
１１
，１１
，１
１１
１，
１イー
ーー
ーー
ー」
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れ'1'の 変化であるかを軸かⅢち批‖子とである.

tの とがi真,の キこ‖t也 える大きい幼栄とβめら

4せた均合には〔仙と|「と水準 十ィ■Ⅲよolヽ 水

“ ■ ■ま1ヽ水i‖ キ は5ヽ水i‖て行意lg末

に,こし 誤 撻のIL出であまり変化の電ら21なかっ

たlt‖は 「■ s サ  イ ,登てはないの出「味|と 記

した 「 5“水中てイすなてあるJと よなJは 1有

なでないJめ =十ィrtて あるJと ,て いとえる整

4が 3ヽ以 下 12mlに1回以 下|て あることを表

す

H子分析 よWI打 卜の関連のよいものから そ

の付性に市t「町町,Jを ntrにする札‖Ⅲ千まであ

る jf(Jの甘在 こあるサヽ通の il●lか,t問 題 〔十

るたうに 取 8レ ベルま,安定した↑'tわヤ,ちれ

る J(体 的千川Rよ“ (力【4同 はヽ■SS(枕 :

′ヽッケージ| を‖い私‖処理した そ の1しの質伸

取‖に関して よ,紅米声|て作たll,ケ“ =用いた

I箱案 考 察】

1 保 沼者う`■た地ヽのは嵯夕rl

ll1 4r市 ■ 十夕の14j」忙の比軟

た1=燥 彦イガみた忙童の々存の結J!てある

‖iモ=が 自然才校を|して手 `もの定化をとのよ

ぅrtょした,ど みちサ1日である lH'す こ芋うすコH

■ ■ 後直後潤作の平均化を線坤t怖■を示L i

l ,々どを行つた

は護キチェツクては =と オとイ|ての項目千J'

‖1■ウ`事 後ド1後"方 がイ1■が高くな すている

こltは 保 iOイイ 「どもに対する出4ヤ 校の劫来

を':はしているとちたることつiてどち

■前うち事後rirFA‐ヵ■ナて変″iが大きかった】て

1を大きいM=あ 十ると 十増加ケ加 抑 以 上のよ

‖)項 B ⅢO「ド然と大‖の生iキti深 いⅢなわ

ⅢがあるJ 1031■J巾加い "日 FI「Jlべていい

水の攻ヤ■をチDつているJ(OM■ WⅢⅢ 項 印

Ⅲ 「制 人 こ起こと■なくても自分て[こ ろ事が

てきるJ 1032■'“加1 頂 lj l,「1は たヽ硫やキ

ち4りこさちんと梓"‖てどちJ(0 2FriJ中加) サR

IⅢⅢ l'た なのオ,こをまとゆること,W甲ttあ

る1 026点 ‖加1 加 H● 「rl米の中に行くと

所しい発見があるJ O 16■増加| イ tUビ 「エ

llしていると中て り、y4した部分がぁっても 富

分で に大して作|れを先成させること″fで言るJ

“,四点I申力「) lm抑 「百株のⅢは気持ちがい

Jヽ (022■ 帥 Ⅲ) 項 3(211よい ●いると|て

担れていても !イ 1を言わないでよ=通 すことが

|とるJ Ⅲ 1 21!i却加Ⅲ  な  。 1 4riと ても,t

牟4に話う【tま う| 1021,坤 "|な どてあろ

な日ⅢⅢ lて1111項 HE Ⅲ  Ⅲ 力' 保 i経イ

■自然キlt後の肥■の目株甘船 r岩 に対する|は

1ヤ的r使 の安化を大こく訂価して十jⅢ さ 言ぎ=

な 1抹体験をIJして興ItFl心を高めるというrl去

ケセのいう,■tt作 致している

ⅢL3 1と取 11か ,「 9-人 で起きるJや 十必

″なものをい jていてJな と も のごとをJ分 で

コU,するた力て こ のようなⅢイ1岩 字核によ J

r句 としたとぃぇる 白 itt L‖ 性ををい 刑

出「力をrrにつけ`せ るというlRウ粕〔みが蛇まにヤ

拙を及ばし ,叱 tⅢⅢて 幼ヽ"サ 出ていると思

われる.

12ヽ 11摂イ″叫た児童の■性4 rrに関する工m

の田すケIF

前でPi[卜21サ)Hlを t内 !J‖Ⅲ ′(リマ′タスト1

はを加いて「十分‖したところ nfRFT能な0い

,す18出さ1 たヽ 十た2i t

第1田■1ま 孫 市:nうこリーイーをけき受ける

'た なりtr屯をまとめるのが付tて ある■と

リータージ′″に円するもの( |け ―″―シッ

'1と lFr iした 第 2内手ま  1,二 山かってケ

カする 国 惑 とであつて あヽき,あ といなど を

肘力や努力 t円■らもので  「山じ杖工推Jと 命

名した い 3J「 は 自 然の中■●申iしいお■をす

ることにすすするよ助やまび ド 然と大旧1の問孫コ|

Frなど 自 然↓i忙や奇然に'1+ち は対的な伐に文

すうので 「 付4へ のととJと 行名した 男 Ⅲ田

,ま 新 しいただらをnl i=作 41な た ,1とても

Att t意す(3る な! よ い1+人関係を作ろri千

を表し 「1↓人町係スキルJと 命名した 第 5山

F= Fl分 ドサで文服のと理～削拷"iで言る r

ケめlH断てと々な勧!もっていくな! 勅 手をⅢ

Ⅲで判断する命セカを表し 「向己刊1軒方Jと 命名

した 学 61,ユ  切 自分て起さな 決 められた

|十‖ t行(こと"ぐ さろなど 他 人のリサをかけす

にr分を律して行動を起こすことにJするもので

inィli l と命名した

- 1 '



表 1 保 口章】みた自開学技詢機の児コの口瞳郵 ヒ

口mテ ス ト事後テス ト r 事 □J

N‐ 103
M o a n

( S D )

M∞ n

lSO)

7bB
の増加
分

【曽

i “ =や リーダーを積極的にひせうけることができる
154
128

169

1 3
015 324 Ⅲ Ⅲ

2 誓
gて

いる出中で壼■ても 文 旬を言わないで,こ 週すことがで 2 2 1
1 1 5

2ゆ

100
021 299や 車

3 た ■とでも気程に広使 きる
2 3 1

1 1 7

252

1 1 2
0宮 , 389 Ⅲ ⅢⅢ

4 決 められた|1間に遅刻しないで行くことができる
2 4 9
1 0 3

256
166

165 NS

5 津 てヽいい木の実や車を知つている
058

033

002

104
034 622● ●■

6 ″ んむの8丹 宮まとめることが付8てある
1 2 4
1 1

15

160
026 473,,,

7 窓額:登字:ごふ喜言督
いことがあつても いやにrrつたりせす 100

103

217

009
018 236 Ⅲ Ⅲ

3 新 しいまHを ほ単に作れる
22 2
1 l e

24
1 1 7

018 4 2  Ⅲ ⅢⅢ

9 翻  人 におこさればくても 自 分で超きることがでせる
164
128

1亜

133
o e2 4フ 5,,■

,0自 然と人間の生活には深いがかわりがあると思う
1 0 4
1 1 1

223
1 1 4

036 3 9  Ⅲ ⅢⅢ

11何 かをやろうとするとき リ ーターになつてやる方だ
140

132

166

128
017 32 ,享

it・離奮セ真樹魯魯gごと套響をさ
題分があ,ても 自分でI夫して Z205

1 1 4
228
10ブ

023 349 Ⅲ Ⅲ

'3題 んでいる神口にことから加わることができる
2 2 e
1 0 7

2 3 6

10日
0,3 25 ,

'4価 だヽ丹R●48ち物はさちんとは理てtる
1 5 S
1 2 6

185
125

0 3 552ホ ■Ⅲ

15自 熟ら0に ,くと新ししヽ完見感
2 0フ
1 6 6

230

1て追
026 333,,■

,0″ んなのできないようなむすかしいことに焼報する方店
1 5 1

, 1 5

1∞

, 2
0,3 304● Ⅲ

フヽできないことがあるとできるようになるまで男力しつづける方だ
176
1 1を

192
100

016 3¬  Ⅲ Ⅲ

'B必 要な常に あ りがとう こ めんなさしU言 える
258
100

2 6 3

,∞
039 NS

0ヽ■ い,やれ 騎ヽに自分で類 をHEす ることができる
2 3 4
1 1 4

2却
1 0 0

015 239,

20目 熱の中の活働i績 持うがいい
266
,02

203

101
022 364■ ,

2ヽ 困つている左だうを効けても|アることができる
倉59
096

267
096

126 NS

22培
」と景を言占Fどぎダ

必要なのか自分でH日 しあ質なものを 217
,碑

236

,07
010 3 1 8● ●

23憩 ″自Ltra感 にわかる
15フ
'01

1フ6
i06

019 322 Ⅲ Ⅲ

24大 人や年■め大 1自分の考えを=え る
, 7 5

, 0 7

202

1 1
027 426Ⅲ Ⅲ中

25 4rCや 自粛の■aを見てgBjすることがある
2 3 ,
1 1 3

243
10a

134 NS

■●●Fj 00)● ●●て01 ● 0(05



このように 今 回用いた25項目の尺度から

「リーターシックJ 「 自己成長性J 「 自然ヘ

の感性J 「 対大田第スイルJ 「 自己判断力J

「宮徹とJと いう0つの日子を抽出することがで

最2 fEEが みた目的 面項目の効 店環

きた。これは日然学校による児童の恐校変容を説

明するキーワードになうえることと保護者が自然

学校にjU持することととらえることうtできる。

―
―
―
―
Ｉ
Ｌ
磁
■
ｒ
Ｂ
間
田
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

因子名 項 目  る Fl ● 2 ■ 3 ● 4 F S ● 6

リーターシッフ

(11)0か をやろうとするとさ リーターになつてやる方た

( )距 曇やリーターを■観的に0さ うけることができる

(6)み んとのを見をまとめることが得Bで ある

124)大人や年ねの人に日かつ与えを=える

9 9

Bi

B0

56

03

0S

i 0

1 9

04

00

03

1 3

2 9

0 0

1 7

る

04

.03

コ0

3 1

06

11

1●

1 3

自 己 成 長

(7)友 たちよりうまくできないことがあって, tヽ やに

なったりt,頑 壊り通すことができる

(1')できないことがあるとでせるようになるまで努力し

,う ける万だ

(2)歩 いている遠中で豆れても 文FDを皆わないて夕きる

すこ■l」で〔る
(12)工作している遠中で 失敗した部分があつて  ヽ自分

てT■ して「Sを完度させることbtき る
(1働あ,とのでき取 r943,btl tコ tttHtする方た

0コ)続いだ顔や荒ち物はさうんと産理てきる

OB

23

0B

15

46

11

77

る

03

59

58

45

¬2

16

16

28

32

02

0白

□

li

04

00

08

16

26

.07

09

6B

43

コ4

03

i●

23

10

35

自'V 唖ヽ

(15)自第つ中に行くと新しい発見がある

(か 申 しやEI熟みRet見 てg□ することがある

(10自 溶と大田ら生活にな深いかかわりがあると思う

(め 自琳の中の高動は気行うがいい

(2a)天視つ交イ脚 窓にわかる

66

05

1 0

Ca

25

iフ

1 0

24

1 5

26

79

73

70

01

44

00

00

00

20

1日

04

23

■65

36

36

2 3

・0フ

31

06

ao

内人園,ス■ル

(3)た Aどで●気揮に島,て きる

(3)新 しい友とを臨単に干n3

(10)通しているい間にあとから加わることがでせる

(2わ因つている友だうを助けておげることができる

13

●0

26

1 9

.03

.66

0S

20

09

03

.00

コフ

83

8 1

64

52

02

05

11

37

06

0〕

0フ

,0 0

自 己 判 断 カ

(19)とい崎やれ 時ヽに自分でま額を璃整することがてきる

(22)出かけるときにな 目があEな のが自かで判断しめ要

Frtの をJIつていくことができる

03)必 要“時に あ りがとう こ 0ん なさいが=え る

Ⅲ3

コB

. 0 3

1 7

22

1 8

勢

09

24

02

03

43

乃

73

40

01

26

02

目  律  に

(9)翻 人に起こされなくても 自分で超きることができる

(4)決め5■た崎口に選ヨじれ てヽ行くことlJできる

(5)自べていい木の民や軍を知つている

1 0

07

n 7

0ヽ

20

1 5

11

■∞

32

02

06

04

.02

37

03

75

ee

S6

因子奇■

雷与軍

300
1200

297
l B

293

, 1 3
2 6 2

1 0的
297
947

196
735

1 5 8

63
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2 掃 宅後の会話内容からみた問把馬自然学秋

園 1は児童が由外学校から帰つて保護者と変わ

した話の内容についてまとめたものである。会古

の内容から児麗が自体学校でどのような点に強い

関心を受けたかを推猟しようと武みた。

「食HrのことJ「 ブじグラムのこと」 「友たち

のことJの 項EIについて8割以上が ま た 「指与

補助賞のことJに ついては7観を超える児勤 1町

心を示していた。逆に 「宿舎燈物」 「自然との問

わりのことJ「 ヨ妹学核で出会つた地元の人のこ

とJ「 自体学後の段賞のことJな ど項目について

は比敏的低い割合となっている。

この納果から 参 加児ほは岬‖叫のプログラム

活動を通して主に掬球補助員や友人との閥わりを

中心に体験していることがう'″fえる。また 食

事について高い関心を示したことも符餃といえる。

これは町外II理づくりに代表される 「プログラム

としての食事Jに 強い問いを示したのか 塚 林1=

利用した 「食堂における食到 に酸いイン′`クト

があったのか こ の質問項目からはは密に融加で

きない4rf 商但馬日体学校馳貝から4施 設の食■

については地の利用なからも 「おいしいJと 問い

斎電をllている旨の措報を得た。これは 好 みtt

合わせて取る量を調rnできる″クュテリ7方式を

採用していること 地 元の米 資 材を開理してい

ること 切 宮にステーキを出すとを 子 どもたち

の食事に対する関いをひさだすメニェーの工夫が

なされていること力て=な 窪聞と考えられる。

しかしを,【ら 「白公との間わり」 「地元の大

のこと」など南担母自然学校がもつ同有の環境

人的費Wに 'すする田いが低いというすから い く

つかの純題をうかがうことができる。一つは白松

学校で眠閣されている活動範囲力1竹lH岳自然学4/z

の施設内部で完祷してしまい 周 辺郎も含めた地

元との関わりを行つ言でにいたつていないのでは

ないか。また 人 間四係重視に編ることによって

日本との関わう 地 元地域との関わりを深く学ネ

ことが欠活しているのではないか と いうAで あ

る。今後 市 但馬自然・F核においても 本 施般|:

特布のブじグラムや地元資源を活かすブログラム

開発と小学核に対しての啓発をとかっていかわば

ならない。

9 係 曖者の自然字後に対する載腱

(1)H然 学校を体験させたことによる商足

図2か ら0300の保捜者が自然学後を体験させて

よかつたと答えている。また そ の型出として図

3で示したとお,「ふだん体験でさrAぃことわ【で

きたJ(田 6%)「茶しい体験だったJ(∞ 9噺)「自

i性 や臨語とが養えたJ(∞ 7的)力r主な理由と

口2 自 篤鞭 姫 せてよかつた,

a,oこ と

フHク ラ▲0こと

定た,り ,t

打打竹的“0こ `

申

m m、 ぁ て

日煎40困
g2

生宮りit

お元0本 のこ■

柳 低

瑚頓緯

g4j● ●l i“ い 0で 0コ お

国1 ,増 陰0奎岳0内 ロ



なっていうゎ とに 「手はいをす■=う になつ

たJ(■ 2■)「換H lliiてか まiⅢ (■ ・,たJ

●56町 )「や り遂 することを午ただ■150!Ⅲ

I佑安者へのは討|へ"女持ちをもつ【うになつたJ

(100■ 1″)取L =Ⅲlい値となって, るヽ  こ 1卜らの

粘舛から,そ枝を よ 悦 H Ji“の自然■忙において

■しい14敗■でき白上1■や格赳!t,i【えたとをし

ている一方で r然 学技てのlA吹'f京41を手伝う

がまたする や り遂 すヽるととその後の児ⅢのLt性

タイiに1古びつt てヽ  ヽな, こヽとも示|として, ちヽ

■性のような件けど■せたいとはしている ま た

させたくないとをえた,t社を ま32X●  Jう に

示すと■り「却Hlす反すまる|「!+7'1把れるJ

I体刊心配 ど■な却由にあけていを.

臼4 自 然草笹r験 を再度Ⅲ駿させたいお

２

四

子と )ヽに再にはタヤ松作原=させたⅢⅢ

■ホしたとお' 保 逆その錬,"i“性白よ

□0 自 打草在に0カ「させてよかつたと層う理由

その旧

F底 舌へり豆印

や0産 することを
しつた

力ま●とく`っ た

言Fう ようにrつ た

えヽ四F

自舛との5■ あい

自=L● ほコにわ
査えた

ヽしい●殴

r醸 て、●いこ`ょ
で=々

別口Rす こう

■ヨカ選れる

,四 的ヨ

ー回マ十,

いこ"】 よる

■り他

=偽 大互

^硬 ■jrい

目的 H車 す
わわ●=い

ブ0グ ラとにH四

口5 ,加 させたくない震白

21

させたくとい 0“ とちSで もとい 4暗



しヽく0い
0町

保護者が考える 「穀子参ll堕自な学核J

(1)期 待すること

(3)保 護者自身の日外学校体整の希皐

保選を自身もlE董を回し体験をしてみたいかを

みれたところ 図 6 ti示すように71時の保護者が

体験 したいと挙えている。子どもの自然学校後の

FxlLを評価して自身も地仲蟻したいとなしている

と推練できる。小学校5年■の自然学校経費の状

来を特続させ強化するために1学校教育の中で維

機的に同種の取り組みを離綻していくことと 率

庭における自然体験理解とほ力″,必要となる。HI

但馬自然学校においても奈族を対象とした事採晨

開う,必要であり そ の綬在的繕貿は十分に有する

と141断できる。

(2)具 体的なブEグ ラム

現在 商 但丹白搾学校で実施されている工な活

動から 保 護者が布里する活動を=と めたものが

求4である。「アウトドアクッキング」(“87略)

「温泉J(46ユ略)「キヤンタフアイヤーJ(104鴨 )

「,ア ー」(383略 )「手打ちそば うとん」(378町 )

「キャンブJ("6%)「 スキー ス ターポー ドJ

(332町)「自芸J(316町)「スターウオツチングJ

(a16略)「サイクリングJ(↓oH6)が3翻lA上の保

護者が行いたいと態しているfPr動である。

「アウトトアタッキングJや 「キヤンブファイ

ヤーJに ついては自小学校においても定冊の活動

であり 児 騒と‖腔をの間で交わされた会ほで畜

題に上ることうt多く 保 護者の中にも強く“曇ケ

けられたことが彰えられる。また こ れらの活働

工iャ ンブやll冊字後などでは古くから行われ
一獲的に2知 されている活動である。保題イ自身

も過去に体験しており ど のような活動かが帯易

に想像できるため選択する保護者が多くなったと

考えられる。 「温なJ)1高い値を示したことわら

保護者は 「親子傘加臣自体学校Jを レジャー活動

の一環としてとらえ 後 正する保護者のFF臨農で

も明らかをように 身体の休息 心の安らぎ g怖

生活からの開放感を求めていること||うかがえる。

「手打ちそF う どんづくり」 「脚挙Jな ど手

作りを栞しんだり 「カメーJ「 スキー ス ノー

ポート」 「サイタリングJを どのアウトドアス

ポーツに挑職するというlr向もう力う【える方( に

接EI体にふltる活由は fスターウォクチング」を

ほ工忙に琢すし↓高い翌合を示していをⅢ。また

「農作葉J(181ヽ ) 「 鷺農作残J(13006)

「林栄体験J(47%)な ど地城の主驚宋を体験

する活動にすすする選択卑おヽ い。

これらの一連の傾向は 前述の現在南但回自ハ学

校で行われているブ'グラムが 市但馬自体学tt箇

有の資源をとかしヨiていないという結果と共出する.

選択率のにかった活的は 「行いたくをいJというに否

的昏度ととらえるようと体鞍したことう吃 いから活動

そのものの「イメーンがわかをいJと解釈するにうか妥

当だと思われる。今後 親子姿加型自然学核ブログラ

ムを企画する瞬には 介望が高かった活動のみなら

す さまぎさを自然体験活駒 地域理解活動を積極

的に組み込んでいく必要がある。そのようを活的は南

但肖日外学校残員がイ■シアティプをとって押し進

めていく必要がある。

観子容加型自然学校に婦特すること,と友3に示

すとおけ 「親子の共同体験の機会にしたいJ力`

425%を 占める。次いで '子どもが体験したこと

と同じことを体験したい」 (176町) 「 自然の

染しさや鮫しさを体験したいJ 1166斉 )と世い

ている。襲子が共同で体験できるツログラムを中

心にしなが,自然 大  地 岐の交流を国れる時‖

をfr供したい

まa 類子自然学校に,やす0こと(%)

観子の共同体験 425

子どこと自じrほ 176

自族の受しさ壊しさ"は 166

自兜↓H度 5 2

0カ唖 互の輸 41

子ども同すの交流 41

題■‐
綾 年 中行百 3 6

土地の人々の人輌ム旧にふ“たい 2 6

曲 窪お白 ∞ S

忠み他 10

口S 子 ど改 向しい宙 をしたいか

どちうてもとい

―
″

―



表4 案 髄してみたい活酌内轡 (%)

アウトトアクッキツク 40フ =ホ オリエンテーリング

地ョさ網

Aン グライダー

村夕りや地鞠刀伝抗却 とに触れ

|ネイチャーケーム

木臨て航客

温京 46モ

■ヤンフフアイヤー 404

カヌー oa a

手打うそ ま う どんウく0 378

■ヤンフ 白65

スキー ス ノー■― ト 032

陶ま B16

スターウォチング 306

サイクリング 306

訴市お 295

さのこ 山 実的 倉66

目裸観察 275

自舛物を使つたIIF 264

漸 的り 254

′(ラクライダー 203

E山 宮宮日

フィール トアスレティック

本磨で宮理

2 0 2

2 0 2

Aイ ■ング

霞Ⅲ業

宮0宮

iai

オー トキヤンブ            1 105

,(― トウオッチング

マウンテンバイク

畜霞14豪

汚詢,

【地づくり

デイ ト′ヽイク

彗上活動

1霞 Ⅲ業

(3)主 たろ活動J卜位

純子4加 型J然 ■核を迎宮していく準化は四7

に示したとおり 「 主に参加家族全体で拍勁する

が 自 分 の家 族 で準 しむ「十FJrもに しいJ

(3J6■) 「 主に自分の家炭で活動するが 奎

加家族全体で喋し3時 問もにしいJ(350“ )

惨 加家航全員で活劇したいJ(214既 ) 「 白

分の家族だけでi3動したいJ(31● ●)の 頂に

なっている。これらの結果力ら 李 "「家族全体て

動くには自と1枕が少なく感じ 自 分たちの家族だ

けで動くにはこのような交流プロイラムにな打‖す

る意味がないという姿が見える 口 どの施設職員

め日わ り方についても 「指導が一部必要J

は0“・・)「 全両的に必要J 863町 )と 97●●の

家族が精導,ト バイスを必要としている

上記の■―ズに対応する方法として 参 ⅢⅢ家族

全体で市駒する方"t幼米おりであるプ0グ ラムを除

と す 本ての活動を参加選択型にすることで 迅

告単位め上位21H日を満たす活動い性になる.施

設が活動を提りt 指 尊し 索 扶でそれに参加する

力どうかを決ある。そこで家族の話し合いがもた

'L 選択することて家族の付ilIを把すことも可

能である。家族によってすべての市駒に会"「する

ことも■行セだし 夕 扶のHi間が自由にとれるメ

リットがある 運 営の一方法として考lHHする必要

がある。

四7 ま たる着的0軸

ヨ分0承 摂だけ
0町
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打●り,を い
会コ的にOE

口0 -mわ ,方
(4)実 施時期

実施の季節については国0に みられるように

「夏J(“56“)「扶」(451町)とほぼ同じ割合で

約半数が希難している。また 「称」(363町)「季節

を間わずJ(218町)と続き「冬J(6'%)が最も低

い観合になつている。

開催日1こついて 国 10をみると 「子どもの長

期休曜中J(689町)が最も多く,』 の保護者が希

望している。次いて 「選休J「週末Jの順に低く

なつている.

口0 想 する菊

iどもの跡 R

―

―

口10 円 電日

―
加

―



(3)宿 i自施設

希卑する祐泊施設は図11ltみられる!う !=

「ロッジJ海 ヽと大半を古め そ の他の侑‖杉

悠に対する希望は低い 席 lHtt Hネヤ後は子ども

たちの長期滞在に対処てどるよう充女した。ツシ

の■りになっている 本 施枝のロッジ泊をJlに千↓

用することは報子会lln型白外才格の特との つ と

してアど―タレすることができる。 し,し  'ッ ジ

を世用しながら  ヽ家 族単位のプライ′(シーを打せ

はできる部屋割りにすることも必要であろう ま

た 主 たる宿泊形rttによならなかったが テ ント

Iや 民家i白などブログラムの 前 として1け取柘

nlに取り入れることによって よ リド然 地 うえを

肌で感じる機会を提供てきると考えられる

17)参 加1資

「ll,昏加里自然年t4Jの期回を2泊 3日 とし

た戦合 適 当と考える挙加資を十河単位てたすね

た 4女 にごとt家 族致が製なるので友通費を合

めて大人Jツ、に費やしてもよいと考えら21る費用

を母わることとした 回 誉された全額を1万円キ

納 1万 Ⅲ右 2万 円台 3万 円台 4万 円以上

の3つの力'ゴ リーに再集計したものが同13であ

る 最 も夕いのが 「1万円台J“ 870● 次 いで

「″方H台」の316%と なっている 平 均は2油

3 76o円 であるが友迎費2Jコ円と仮定した

期行 大 大 1日5000円4E性が最も適正な参サ1費

としてちえらllち

( 6 )宿 泊歎

宿泊歓は日12に示すとおう 2泊 が調ヽと使も

多(半数を超えている。次いで3 inが29ヽと焼ど

両者でS割 を超えている 児 童と同し5,1は3“

と少なく 長 期泊取から件らl■る自然斗校の幼"t

を追経験することは難 しいといえる

(S)“ |!,由株ケ核 E対する間心

姓ttの 会請やネ調奔均客から 「少し興味を

もったJ(534ヽ ) 「 大変興味 をもったJ

(119 )ヽと 0アヽ の保種をか苗担馬自然学校に対

して択味を持って↓Ⅲることがうわ力【える  (口

11)

肥十査加句出件ヤ破の媒楽にあたり 高 但馬自

然十枚に来ほした」ヽ学1/児埜の保護者に夕すしてネ

栄十“を行え1ま 夢 加軍が高まると考えられる。

国10 ● 加■

田14 閉唖 覇 期 にヽ す頚 rF

国11 3■ "蜘 ,

郭 碗 そのれ 0“
態  6%

摩  6略

テント
単

口'2 章 理するけ 中

的 ド■ "¬ __日 的  酌
4Z O拓 _― -1ね  B略

ロ

ー，
ヽ
Ｒ
ｒ

ロッジ 70“

あ言つ因ほとし 全く興【ヽとし

類 的
4毎

少し■唖 つ
5 5 "

―

苺

―



5 保 護者自身の会lE観

保護者自身の傘態に対する面Fl観を探ることは

今後 家 族を対象としたイベント プ ログラムを

作成する上で 重 要なボイントとなる。今回は森

態に対する疎しみや目的という形で保護者に尋ね

表51こまとめた。

半数以上の保護者が反応した"日 は 「家族の文

測  (打 !“)「 心の安らどJ(632鶴 )「 口■

生活からの開放感J(518略 )「 友人との交流J

(513%)「 身体の休息J(513%)「 自然にお

れるJ(的 3%)の FRとなっている。逆に反ltが

低 か っ た 項 g Fi「賭J(05町 )「 競 争J

(05%)「 突益に結びつくことJ(109b)「 投

術の向上J(36%)「 推理 想leU(41町 )

「ぜいたくな気分にひたる」 (52町 )「 スリル

を楽 しt「J(52ヽ )「 tL事中学留に役立つ」

(02町 )で ある。このことからlf懐者の多(【i

分寝には自然の豊かを8E日休の環境に身を置さ

家族を含めた他者との交流を求めていることがわ

かる。亡た 自 分日身の英基に結びつくことや一

時的な時間の役い方には関心を示していをいこと

がわかる。自然学技では日なに触れながら交流を

□るブ,グ ラムtrR意 されており 児 童の教荷の

均としての役割のみならず 保 腹をの余暇に対す

る■―ズを十分に情たす環境が墜拠されていると

いえる。

さらに自体に対する関心では囲15と口16から

「非常にあるJ「少しあるJを合わせると●Flの

保護者が自Aに関心を示しており 自然体験のイ
ベントやブログラムに半数の保確者わ輩 "「機験を

有している。

口1● ― 的 日嘉へ0日 ●

tま と め1

本研究では南但岳自外字校の新たなる事案膜m

を探るべく 親 子による自然体験活動の可能ilと

■―ズをきぐることを目的に 南 但馬自然学松に

おとすれた小学74児童の保題者を対象に出発を

行った。その結果 次 のことが明らかになった。

1 保 置fは 自然学校を体験した児童の自体竜油

や自然に対する感情的態度の変化および出■

性 ユ ll性の向上を騨価している。

2 保窪者' 自 然学f4でfリーターシップJ
「自己成長J 「 白溶への態性J  r対人口

係スキルJ 「 自己判断力J 「 自律とJ力【

身につくことを期待している。

よ5 余口にHtOるも0(%)

類 獅 731

A-5さ 632

日常隻おからの閣崚題 5,6

友人との交流 519

身中の布恵 513

目盗にはれる ∞ e

霞理■力的 ト ″ ●

知捜 教 芸 i87

つくる■じ フヽ●

=伍 実的的S 176

好奇心 176

勧道力をP48す る i30

仕事への8歓 124

仕事や彗口に投立つ 6 2

‐ に節 つこと 5 7

J)た くな気分に働tる 5 2

スリルを案しむ 5 2

猫窪額凛 41

技朽の同■ 3 6

栞査に臨じつくこと 1 0

騒 田 抹 0 5

距事 0 5

全くれ ヽ あ

口16 自 お ベツiO・ ―

,お コn れ

お0 "“い 布

- 2 6 -



「え進Jに 強いインフヽ,ト

弱ヽのは歳イは忙廷!山 外字校に参加=て ll

力つたと懸してお' S4ヽ の保議を,【高4r

4学 校を経験させたいと感している ま た

71■の保接イが山″も児童とすじ作残をした

ヽヽとはしている。

5 取 十多加即山然ツ枚でま 「野丼芋|″uJ

「,吊泉J 「 キ十ンプ7ア イ■―Jな どの市

活動を家族て来しな機会にしたいと考えてい

る.

6

S

7

「ブJタ ラン|

を受けている.

保まを力り でど純千さ加型白ム学校のイメー

ンは 夏 から「4にかけて2113日で行わイヽ

ロッシinを■にして参加費に大人1人15 mo

円程度力描 !4とちえられている.

荷担汚治搭才核 ;穴昧を抱いている保護者は

97町と非‖に品く ‖ 然作験結動に対する挑

Flも四心も,い .せ た+炊 が自然作取イベン

トに参加楢験がある.

保護者自身の余戦型は 十 H十 生活日からは

なれ3な の3か な戦イて家肢や友人との交夜

の中からゆ 安らどを中たいJと いう芸をう

″力【うこと力【てきる

今回の調査結米から山然字枚ti打イエ円白外半世

に対する自価とRrrたな■性楔出を考える ,でのネ

礎Frllを得ることができたものの い くつかの]熙

増を残 した 一 つには0性 変件,1定では事n“ ‖

絃直後の比核を行った力ヽ その後の変化をとらえ

ることがでなかoた   力 万後 十 年後 1年 携

i自供字縦の効来がどのように変化 してい(か を

押言えないと 共 の意味での幼米を刺定で=な い

と思われる 次 t tt fr対4を て'記者 こ慎ったため

児童の意見を組み込むことができなかったことに

ある。ぼ成資容i‖tて は14謹持と児童て ユ夜各ゆ

取日本ことなるかもしれない。また 親 手を切1!

自4L体験rr効では ‖ ‖とイと共なる!旨旬をもって

いることも想定さrtる 今 後 そ ,■らの繰函を解

決すべ く調査をまれていかねばならない。

【3用 釜者文献,

対立オリンピ″夕記々Ⅲケ11を行センター事

そH7紅!「事章幼界刑tの ための高荒露をそ

の利用法―=把 lt tti平価の 方 法としてのを

加者の変御 1定方法の日1発に問する爾行研究

観告‖―J tt tオ リンピック紀念ヤ少作裕

台■ンター 20014

Ml,ヽ 自然学校ブログラム研究雰良会 i「自

然 人  地 域に学方‐ ↓十■け山小学校プログ

ラ″研究委員会めまとめ―J RⅢ 早立南但

ヽと共字核 い 賄年

Ⅲ野友暉 高 性彰 山 Ⅲl主! i rr H:叫!自株十

枚の受暖に向けて―日外字確の交感について

のIta埜(群告)一 J lr‖て野夕ヽ款●研究全

JX的行

2

- 2 ,―

3



南但馬自然学校が握察する親子参加型自然学校 (例)

例 1

豊山 :クラフトiうどんづく,:皇 Ⅲ観瞑

0日 E 3    1

コミュニティーターム

目孫猥策ピンヨど山票取り

野"H販

ヨ山

自A初 クラツト(富出中に震bた

材日を賀ラて)

閉校式

温京

―
―

■fン フラアイヤー

例 2

帥    (2～3回)!サ イクリング 1温泉 !テント泊

例3

Aイ キング t章林浴 :自林観察

1日 目 ど 日 目 3 B目

年 前
rgi宜

コミュニティーターム 野】A販 (朝食)

'イ クリンク

潟束

■朗畳山 巳 ヨ 野 舟口呼

年  優

覇霊め かまどう(じ

テントお4い

野外H販

印 頭

夜
ナイト′ヽイク

テン ト泊
キャンフフアイヤー

1日 目 2日 目
1  如

目
 |

年  前
円技式

コミュニティーケーム

Aイ■ツク

ロ,外な転

"逐 び

年 後

目体n疎 京林お

野舛“懐
的強式

夜 チイ ドツヽイク キャンフフアイヤー

―

外

―



調査を終えて

今回のブロジェクトでは研究期間t実質1年■の期間を与えられ

構想と準備、本田至十年、調査実施と分析に1年を,■することがで

き 質 お【高くボリェームのあるアータを得ることめてできました。研

究方法も科学的をオリーに基づいて前査し分析しましたので 結 果

は客観性力tlFたれているのではないでしょうか。内容的には指導者

の実態や保破者の見方力`明らかになり,F究として大いに成果があつ

たように思います。

Erしい内容は各報告をご覧いただけばわかるのですが、特にふれ

ておきたいこと,tあります。それは予想されていたことですが 指

導補助員の質を高める方策が真剣に考えられなけれてまならないとい

ぅことです。単に児童の面rlを見てもらうレベルで扱うのか、もっ

と自然字枚の内容を高めるための力数を身につけてもらうのかを譲

詰しなけれ|まなりません。

保護者の開室からは、保護者は自然学校に肯定的であることがわ

かりましたが こ の結果を生かすべく規子参加型自然学校の実現を

図りたいものです。

最後に 閥 登に答えていただいた指導補助員の皆様 保 薩者の皆

様ありがとうございました。また、岡IEにご配慮いただいたり手伝つ

ていただいた関係者のgtrに感部いたします。

認生にあたっては南但馬自然学技期登研究委員の皆梅に非たして

いただき、アータ入力と分析にも相当の時間を費やしていただきま

した。本当にご若労さまでした。お渡れさま6

今回の研究作側と成果力今 後の自然学校事業に役立つことを願つ

ております。

平成 15年3月

兵Hl県立斎但馬自然学被
調査 研究委員会

委員長 山  回

-29-





兵慶県自然学校指導補助員に関する実眠臨査

(調査主体 :兵田県立南但馬自然学校)

く む 原 い )

本語室は 今 後の4r駈曝下の自朱年核をより充実したものにするためのと健alな資料を得るためのも

のです。日琵構来t綻計的に処理されるので ご 記入内容によって皆様方にご送態をお掛けするような

ことは能村にございません。本調査の上旨をご理解いただきまして な 1ことで調査にご16カいたださせ

すようよろしくお原いいたします。

記入OtLj

QO あ なたにとつて こ のアンケート臨=は 何回目ですか?

何回目ですか?

Q2 今 回の自捕学校指導福動員はあなたにとつて何回目の経験ですか?

各え方は当てはまる番号を○で圏むものと (   )や i  lの 中に記入するものが

あります。

特に指示伊よい限り 番 号には ,つだけOを つけてください。

もれなく 出 来るだけ全部の質問にお否えくださしヽ

のう行をＲ助

回
　
　
目
　
　
回

G3 あ なたは1年日に何軽 帥 Rを しますか てしたいですか)2

回程度

Q4 あ なたは自撚学校指導楠助員を始めて 今 年で何年目ですか?

回 コ 同目

年

65 今 回の目榊 績8tg動 員雰猥について ど こで知りましたか?

1 市 可苺のは叡務 2 所 四する学核 大 学  3 所属する団体

市但閉自然学校4 卸 人 友 人などからの紹介  S 執 青委員会

7 実 施小学核

8 そ の他 (              )

―

　
　
　
　
（
“

　

＾
０

|



tl S あなたはなゼ 自 然学校指導補助員をやつてみようと思いましたか?(複 数回省可)

J  自 然)1鮮 きだから 2 子 供が好きだから

3 教 育に関わつてみたかったから  “  お 金がもらえるから

5 務 来のため

7 大 田関係を広げるため

9 知 人にすすめられて

6 6と もと興味があったから

8 楽 しそうだから

10 常習会ですすめられて

11 小学後5年生のときに自体学校に姿",したから

12 その他 (

07 今 回の自然学校泊コ網助員に採用されるにあたつて 公 式の文書をどこからもういましたか?

1 教 育委員会  2 実 嗣 学ヽ校  3 も らっていない

G8 今 回の目的 動員の謝豊はいくらですか'

1 如 的 円未硝 2 20 HXヽ 40的 円末情 3 40mヽ ω 的 円来浦

4 ∞ 的 8ヽ01uX円 木浦   5 80 mO日 以上

C9 今 回の自然停崚相将補助只を担当するにあたり 小 学校との事詢打台会は

何回あうましたか?(校 内ブログラムヘのゆ加も合む)

1 0日   2 1回   3 2日   4 3回   5 4回   6 5回 以上

l110 姉 合わせはどんな形で行わよましたか?

1 電 態のみ  2 訪 14  3 そ の他 (

dll 事 罰打ち合わせはどんな内害でしたか?(傾 数回害可)

1 挑 師との観合わせ

4 1F2割分担

012 今 回の自然学校5泊 6

1  l B   2  2ロ

2 児 童との甑合わせ

5 安 全へのに嵐

3 プ ログラムの内容確認

6 児 童にmす る盟注澄事項

7 校 rfブr2グラムヘの警加  8 そ の他 (

日のうち 何 日間●カロ〔摘4880)し ましたか,

3 3日   4 48  6 5日   6 6R

1  1ま  ,ヽ

Ⅲ

2 1ヽ いえ

「はいJと答えた方におたすねします。

SOそ の研作はどんを所確ですか?(複 数回袴可)

1 自 然学校指導補助貝の研4装会

3 そ の他 (

Q,3 自 然学校相母欄助員を担当するにあた0 めらかしめ口うか確 受けましたか?

2 自 体体験活動関連の研修会



la 14 自榊猥段活動― ■段所属しているmttがありますか?

1 は  ヽ  ヽ2 ヽ ヽヽ えヽ
|

「はヽヽ Jと答えた方におたすいし=す

S llそれはどんなEH作です力? 性 歓に祥可)

―
―
―
―
―
―
―
―
＝
‥
ｌ
１
１
ロ
ロ
Ｂ
Ｒ
口
■
■
酎
Ｗ
ロ
ーー
＝
＝
―――
――‐
ド
ーー
巴
ロ
ロ
ロ
ロ
Ｂ
ロ
ロ
ロ
ロ
Ｌ

1

4

6

8

9

ボーイス,ウ ト ″ ―ルス″ウト

地なのポランティアす―グル

日本キヤンブ撮会

日本レクリエーシヨンln会

その他 (

2 YMCA IWCA     3 子 ども会

5 大 学 専 H■ 按挙の部活動 サ ークル

7 日 本末イ■■―ターム協会

2 ■ ャンブデイレクター1 2級

4 ネ イチ■―ターム, 上 絃指導貫

6 レ クリエーション]― アイネーター

8 nな 赤十字社絃急法純富員

Q15 自 湘本験活動関連の凍格をお特うですか?

1 は  ,  ヽ2 ヤ ↓ヽヽえ

↓

「はいJと答えた方におたすイユします。

SOそ れはどんな資格ですか,(機 歓いおlr)

1 キ ャンブインストラクター

3 ネ イチャーターム初級指 It賞

5 レ クリエーションインストラクター

, 自 然4t9活動リーター (CONE)金 f4

9 消 防関連挟命許習じ7証

10 その他 (

01S あ なたの野外活動技櫛のレベルを教えてくださしヽ 以下に示すそれぞ和み項目について あ 好た

に最も近い番号に1〕 0を つけてください。

なお 82Aに あたつては自然学校で行う窪度の内容を懇定してください

そ官く

当てはまる

大いに

当てはまらない

1 テ ント辞盲を指導できる              …

2 ロ ープワークを指導できる

3 ネ イテ“―クラフトを指導できる …………………………

4 野外炊事をTR導できる … …… …… …… … ………… …

5 キ “ンブファイヤーを指導できる          …

- 2

- 2

- 2

- 2

- 2

- 3

- 3

- 3

- 3

- 3

-  4

-  4

-  4

-  4

- 4

1

1

1

1

1

一Ｄ

　

一
Ｄ

　

５

　

，Ｄ

　

５

一　

一　

一
　

一　

一

6 野 外タームを指尊できる …………………………… …… ……

7 山 登りを指もできる  …   … …………………………… ……

8 オ リエンテーリン″を指導できる         … …

0 ,オ ータラリーど指尊できる ………………………………

lo サ イタリングを指導できる …  …  … … …  … …

- 2

-  2

- 2

-  2

- 2

- 3

- 3

- 3

- 3

- 3

- 4

-  4

- 4

- 4

-  4

- 5

-  5

- 5

- 5

- 5

1

1

1

1

1

1 1

1 2

1 3

14

1 5

- 2

- 2

- 2

- 2

- 2

- 3

- 3

- 3

- 3

- 3

- 4

- 4

-  4

- 4

-  4

雪上活動を指導できる …  …   … … ……… …………

水辺活動(カメー カ クター Ⅲ 遊び尊)を指導できる…

冒険活動を指導で占る            …

環盤 百ブEグ ラムを指尊できる…………………………

白木観察を指単できる………………………………………

1

1

1

1

1

一ヽ

ヤ　

一ｊ

　

一
Ｏ
　

ｒ
Ｓ
　

一〇

一
　

一　

一　

一
　

一



16 夕(―ドウすッチシ/を指導できる…  ………  …    1 - 2 - 3 - 1 - 5

17 吊令lt解を怖44できる…………………………      1 - 2 - 3 - 1 - 5

lS ナイトブV/ラ ″、を持導でさる    … ……………… 1 - 2 - 3 - 1 - 5

19キ ャンブツシタを桁いてさみ …  … …  …  …  1-2-3-■ -5

20 地 捜研究について怖媒でさる………………… …     1 - 2 ■  3 - 1 - 5

21 け がや急親の応急千Чができる … …………………………… 1 - 2 - 3 - 4 - 5

22 そ の他1(             Ⅲ …      1 - 2 - 3 - 4 - 5

23 そ の他2(             )… … …    1 - 2 - 3 - 4 - 5

017 フ ログラムヘの開わら方についておたすわします。自然学校での児まとの関わり方はいかがでし

たか'

1 生 活新春が中心てあった

0 ■ 商捕率およびン。グラム連ヤ

1 そ の他 (

2 7● /ラ ム速併 活 動の新●AF中心であった

活動の!析源の問方に四わった

)

0,8 口 々の君出についておたすわします。以下に示すそれぞれの項目の中で今回行つた活動の状況に

ついて 最 も近い番号にlJOを つけてください。

軟Hが
,4nlでぁった

怖4約 jt2Hが  今 回■

i4nlで ぁった 17↓を力●た

一
 打  -  5      91 テ ントF2官………………………………… … 1

2 U― ブワーク   … ……………………… 1

3 ネ イチャークラフ ト …         … 1

4 町 外紘Hl… …… …… ……………………  1

5 キ ャンブフアイヤー … ……………………… 1

1 財 外″―ム……………         … 1

' HI登 ,… …………………………………… … 1

8 オ リエンテーリング    … ……………… 1

9 ウ オークラリー………           1

1 0サ イクリング… …… … …… …… …… …  1

- 2 - 3

- 2 - 3

- 2 - 3

- 2 - 3

- 2 - 3

- ″
 - 3

- 2 - 3

- 2 - 3

- 2 - 3

- 2 - 3

―

 “

-  1

-  1

- 4

- 4

-  1

- 4

-   “

― "

― “

-   1

- “

- 4

- 4

- 4

- 4

-   “

― 力

―   “

一３
　

●
０
　

，５
　

ム
０

一
　

一
　

一
　

一

9

9

9

9

9

9

9

9

0

0

9

9

9

9

5         9

5         0

5         9

5         9

5         9

1l iJとl約 … … … … … … … … … 1-2-3

12 水辺活動('ス ー カ ンタ■ 川 越び■Ⅲ  l ―  ″ - 3

13 冒険活動 … ……………………………   1 - 2 - 3

14 環境歓有ブuグ ラム… …  …  … … ………1 - 2 - 3

15は な観軍 … … … … … … … … … 1-2-3

1 6  ′ヽ ― トウィッ,ン ケ … ……………………… …… 1 - 2  -  3

17 'た空観軒 … …………… ……  ……  …    … …1  - 2  - 3

18■ イトブ,タ ラム…  … …   …  … Ⅲ  -2-3

19 キ Ⅲンブツング……………………………… 1 - 2 - 3

20 地 波研究… … … … …   … ………  …  Ⅲ  - 2 - 3

一
０

　

一
ユ

　

一
Ｏ

　

ｒ
３

　

一
０

　

「
　

一
０

　

一
９

　

一５

　

，
Ｄ

　

■
０



21 1ctT当           … … …  … … 1

22 生活指寺  …   … …… … ……  … … 1

23 をの他1(         )… … …   1

24 その他2(        )… …  …   1

一
　

一
　

一　

一

2 -

2 -

2 -

2 -

3 -

3 -

3 -

3 -

4 -

4 -

4 -

4 -

5

5

5

5

9

9

9

9

019 ほ 自StF― 助員をやってみたいですか'

1 1よ V  ヽ    2 ,ヽ V えヽ     3 わ からを,ヽ

「はいJと答えた方|おたすねします。その理由は何ですか?(寝 積回争可)

1  自然う1解きだから

3 萩 青に関わつてみたい"●

5 将 来のため

7 人 間関係お拡 宮ったから

2 子 供が好きだから

4 お 金attら えるから

0 ま すます興味がわいたから

8 葉 しかつたから

0 そ の他 (

「いいえJと答えた方におたずt4します。

その理由は何ですか?自由にお普さく/4さい

Q20 自 然学校情韓欄効員を経験して良かつたこと 得 たものについてこ自由にお■せください。



0コ  自 拓学校増導補助員を経験して不活なこと ヨ むことについてこ目日にお書きください

く最後にあなた自身についておたすねします)

●年  怖     (

●化  ""

O l 大 学生

5“ 残

(学生の方は以下で酸当するものにOを つけてください)

2 も ともと体ムであった

|

(定磯者の方は以下で該当するものにOを つけてください〉

0 1 会 社員 2 自 甘率 3 公 務貞 " 欽 搬  (非常勤合3)

5 そ の他 (             )

O 今 「の自然学校指い摘ll■を担当する障 |llrをどうされましたか,

1 ■ ランテイ'体崚   2 そ れ以ケトの体職   3 そ の他 (

fI当した刀学校名 (

日程 !平成14年   月

)小 学校

出ヽ 月

0 1 1回 生 2 2「 1上 5  511′と以上

フ ,一 ター

“  J IⅢをと

と 環 境キ

苫れ ましたか ?

3 公 秘次情扱いであった

)歳

坊  女

●以下の法Jす るものにCを つけてください

2 ,‖ 学セ生

0 そ の他 (

3 た 強者

)

3 314

3 1tt系

5 そ の他 (           )

0 今 しの白洪学校拒尊ⅢⅢ助Hを旭Jす る跡 ■松の授採をどう

0 1 教 育 保 青系 2 祖 祉系

l  l lん で参加 した

4 そ の他 (

に は力あうがとうござい=し た。)



手前調査 (頑 査束A)

自然学校についてのアンケー トのお願い
(調査ヨ本 :兵摩県立観自馬自然学校)

兵庫県立南但母出然学校は平成6年 4】 自 然学技の中桜施設としてm技 し 自 然学校の受け入れは

もちろん自株学校をさらに充実させるためプログラムm発 ヤ調査研究を進めています。

本年度は自然学校に参加した児童の自舛体験と保護者の常様のかかわりについて調査研究し 日 外学

校事業の改善に役立つ資141こしたいと考えています。お十さまが出末学校から戻られましたら再佼 同

様のアンケー ト調査に回答していただくことになりますが 回 誉していただいた調査采!=構計的処理を

おこない 上 EEの8的 以外に使うことはございません。つきましては ご 多忙のところお手数をおかけ

いたしますが本アンケート翻査にご断力いただきますようお験いいたします。

あなたのお子さまは5年       (

整理番号 (

間 i

間 2

間 3

( 男 子

どお,(   力 ない   わ りと   す こし   あ てまま
あてはまる あ てままる あ てはまる あ ていまる  ら ない

(例)よ く手伝いをするにうた

(1)座 長やリーターを積極的にひきうけることができる    |    |    |    |    |

お子さまの性別

今回の目撚学校に参力nされるお子さまについて

)紅

女子 )

当てはまるところにOを つけてください。

|  |  |  |

|  |  |  |  |

|  |  |

(6)み んなの意見をまとめること“機意である        |    |    |    |    |

(2)歩 いている途中で疲れても 文 句を言わないで

歩き通すことができる

(3)た れとでも気軽に話ができる

(4)lLめ られた時間に遅刻しないで行 くこと力iできる

(5)交 べていい木の実や草を知っている

(7)友 たちよりうとくできないこと力〔あっても

いやになったりせす預張り通すこと'1できる

(8)新 しい友達を筋単につくれる

(9)初  人 に起ここれなくても 自 分で起きること力`できる

(11)何かをやろうとするとと リ ーターになってやる方だ

(12)工作をしている途中で 失 敗した部分があっても

自分で工夫して作品を完成させることができる

(13)遂んでいる4a間にあとから加わることができる

(14)血いだ服や持ち物は言ちんと鰭型できる

|  |  |  |  |

|  |  |  |  |

(10)自 公と人間の生活には深いかかわりがあると思っている  |    |    |    |    |

|  |  |  |  |

|  |  |  |  |

(15)自然の中に行くと新しい発見がで言る



(16)みんなのできないようなむすか

(17)できないこと力iあるとできるよ

ける方だ

事'ウ て
うて11まろ

しいことに1■賦する方だ  |

うになるまで努力しつづ

】ケ"   'ウ と   ■ こし   あ てイ==
あてはまる あ て,まる あ て4=る  ヽ ■Ⅲ

|  |

(18)必要な時に あ りがとう ご めんなさいが言える

(19)培い時や架い時に自身で交"にを副驚することができる

(如)由 外の中の活動 ま気持ちがいいとFfじる

(21)困っている友たちを助けてあ!Fることがでさる

(22)出″Ⅲするときには 何 が必要なの力自分で判断し

必要なものを持っていくことができる

(舞)天 快の変化が故感にわかる

(21)年上の人に自分の考えを■える

|  |

|  |

(a)車 化やに1体の景色を見て感駒することがある

ご協力ありがとうございました



■技n至  (日査票0)

自然学校についてのアンケー トのお願い
(頂衰主体 i兵庫県立南但用自然約

お子さ吉も元気に自然学校から戻られ 保 1殴イの廿様におか:■ましても…女心されているところとご

把舞中しLげます。

さて 再 度 兵 摩県立南但馬自然学校ようの,シ ケート調査にご協力いただきたくお取い11し上げま

す。今回の再益は必ず事常河査に回害していただいた保寵青の方と同じ方がご記入下さいますようと臨

いいたしとす。日答いたださました閉査票は鷺「1的処理をおこない 箇 人にご違惑をお力Ⅲすすることは

絶対にございませた。つきましては ご 多忙のところお手とをおカイナいたしますが■ランタート湖在に

ご協力いたださますようお願いいたします

整理善号 (

間3 自 然学網こ録加されたお子さまの現在の強子について

組

)

当てはまるところにOを つけてください

う 0て   4■ '   わ 0と   す こし   あ てユま

あて'== あ (==lH あ てはま̀ あ てとま●  う ない

間 1 あ なたのお子さまは5年

間2 お 子さまの性別

(例)=く 手伝いをする1まうだ

(      )

( りJ子   女 子

(1)配 授やリー″―を積極的にひさうけるこを,(できる

(2)歩 いている途中で疲れて` 文 イリを言わないで

歩ど迎すことができる

(3)だ れとでも気軽に話ができる

(1)棋 められた時間に渥刻しないで行くことがでさ/9

(5)食 本ていい木の実や草を知つている

|  |  |  |  |

|  | |  |  |

|  |  |  |

(6)み んなの話見をまとめることが綿意である

(7)友 だちよりうまくてきないことがあっても

いやになったりせず頑張り出すこと,〔できる

(3)新 しい友達を簡単tつ くれる

(o)切  人 に起こされなくても 自 分で起さることがでどる

(10)自 然と人間の生活には浜いかかわけう(あると■っている

|  |  |

|  |  |

(11)何 力をやろうとするとき '― ターtiなってやる方だ

(12)I作 をしていると中で 失 敗 した部分ttあっても

自分で工夫して作品を完成させることかfできる

(13)遊 んでいる仲間にあとから加わること力(ぐどな

(11)脱 いだ硯や持ち物はきちんと整理できる

(15)自然の中に行 くと新 しい発見ができる

|  |  |  |  |

|  |  |  |  |

|  |  |

|  |



事'して   か り々   和 と   す こし   あ てユま
あてはまな あ ていま= あ てはまを あ てはまる  ら rAぃ

(16)みんなのできないようなけすかしいことに机機する方だ

(17)できないことがあるとできるようになるまで努力しつづ

ける方だ

(18)必要,時 に あ り'ことう ご めんなさいが言える

(19)答い時や寒い時に自分で衣服セ調整することができる

(20)自然の中の結動は気持ちがいいと感じる

十  1

２‐

　

″

坤

　

み

　

る

凶つている友だちを助けてあげることうてでどる

は力ヽ するときには 何 力勧渉要なのか亡分で十j断し

必要なものを持っていくことができる

文候の変化が触さにわかる

年上の人に自分の考えを言える

草花や自然の受とを見て感動することがある

間 4 お子さまが自然学校から婦ら薇たあと ど のようなお講しをしましたわヽ

当てはまる番号にいくつても0を つけてください。

1 ブ ログラム(活助内容)のこと  2 友 だちのこと       3

4 :旨尊補助員のこと       5 旨 外との側わりのこと   6

7 食 事のこと           B 給 舎建物について

9 市 担馬自然学校の馳貝のこと  10 自 然学校で出会った地元の人のこ

先生のこと

楽団生活体験のこと

と  11 そ の他

間5 お 子さまに自然学校を体験させてよかつたと思いますか。当てはまる番号にOを つけてください

1■ う 2 思 わない 3 ど ちらでもない

↓ (「1 思 うJと お答えになった方だけ 次 の質問SQlに お答え下さい)

S01 そ の理由を次の中から越んでください 当 てはまる番号にいくつてもOを つけてください。

1 家 中学校から離れての集団生活て自主性や協調仕方培 えた

2 ふ だん体験できないことができた

4 自 体とりつたりとふれあえた

0 保 護者へ感謝の気持ちをもつようになった

S や り遂,チることを学んだ

10 その他 (

3 友 たちとのつさあい方を学んだ

5 楽 しいFF験だつた

7 集 団生活て,1また強くなった

9 手 伝いをするようになった

問6 も う一度自然学校のような体験をお子さまにさせたいと思いますか

当てはまる善弓にOを つけてください。

1 さ せたい  2 さ せたくない  3 ど ちらでもない

S02 そ のjIE自を次の中から選んでください。当てはまる番号にいくつてもOを つけてください。

1 5,宮 6旧 は長すぎる            2 こ ういう作動は1回だけで十分である

3 体 のこと力'さ配だから           4 ブ ログラムに無理があるから

5 自 然
rr枚の目的や意義わモょくゎからない  6 芋 留が遅れる力ら

7 不 便がないよう設定されすぎている    S 準 備材i大変だから

0 お 金がかかりすぎるから         10 そ の他 (              )



間7 あ なたこ自身もお子さまと同じ体験をしてみたいと思われましたか。

当てはまる番号にOを つけてください。

1 し たい 2 し たくない どちらでもない

巾1工15自●t学校では 「親子て環しむだ然"校 (仮称)Jを 考えています。もしあなたのご家

族が参加されるとしたj4合 あ なたご出身の意見をおHBかせ下さい。

あなたの心考えにほも近い項目一つを選んでください。

1 子 どもうr44験したことと同じことを体験したい 2 親■の共同体験の機会にしたい

その土地の人 の々人相や人情に触れたい

谷力"家族相互の夜覧の機会としたい6

間8 南 子で発しむ自拠 に多加するとしたら あ なたのt‐承襟は次のどねに期待しますか。

8 と んな自体体験ができるのあ

10 その他 (           )

間9 「 親子で楽しむ自撚学1剣 て行なつてみたいと思われる活酌の番号に〇印をつけてくださいも

いくつ選んでいただいても矯構です

3 r体 の美しさや峡しさを体験したい

う 農 林水産活動を体験したい

7 璃 ■芸睦や年中行,Fを体験したい

0 子 ども同士の交ll

l  キ ャンブ

5 '一 トキiン フ

9 サ イクリング

12 ハ ングライ/―

1, マ ウンテン′ヽイタ

4 候 滝駒 う

8 金 山

″アー 01)

キャンブファイヤー

車ホオリエンテーリング

ボートt―リング(ヨットなど)

,ウ トトアクノヤンタ

翻つさ

硫模ll峡

わら細エ

温泉

雪上rr助

10 フiラグライター

13 日 A削 探 (植物 見 虫)

16 ラ イール ドアスレテ イク

22 自分助を使ったI作

25 師 芸

野業の作付け 収 穂)

りなどの山仕事)

2 森 林絡

1 極 的り

きのこ

スター,

亡業取 う

■クチ ング

３

７

18 ス キー ス ターボー ト 19 ネ ー ドウオ ク,ン グ

1 1

1 4

夕    1 7

抑

郷

26

28

30

21 ヽ イチャーターム

21 本 険で読書

27 出 作採 (日植え 柵 刈 り

29 林 採体験 (技打ち 下 ■刈

32 村 第 ,や 地域の伝雄文イしにあ"tる

ユ  ス タ ッチ          35

37 基 地づ くり          38

4 9手 打 ちtr  ぅ とんづ くり

閣10 「親子で秦しむ自捕惇円 ではどのようなグルーフで活的したいですか

あなたのお考えに最も近い項目一つを週んでください。

1 参 加家族全員で析動したい

2 自 分の家族だけて活動したい

3 ■ に自分の家jjで活動するが参加求候全体で楽し↓時〕Jも 工しい

4 :と に壕加家族全体で活動するが 白 分の家族で楽しと口,回もにしい

5 そ の他 (                                    )

|(「2」「3」「4Jの いずれかにO印 をおつけになった方だけ次のSQ3を お替え下さt,

SQ3 ご 自分の家族で活動を奏しじ増合 どの程度施設‖↓の指導をと要とされますか

3 1  本ほでこ程

33 ナ イトハイク

36 ハ イキング

30 1u引き親

“I その他 (

1 施 設聞からの指導 '必要でない

3 施 設硯からの指務が全面的に必要である

2 施 般何からの指章が,‐48必要である



日'1 隠 子で発しむ目柳 では主にどのような場所に宿泊したいですか。

あてはまるもの 1つを選んでください。

1 0ッ シ   2 ラ ント   3 民 家にホームステイ   “  旅 廊

5 野  宿    6 そ の他

間12 隠 子で窯しむE,革 峰則 ではどの優■の泊数が適当だと思われますか。

当てはまるもの 1つを選んでください。

! 口 編う

6 五 泊以J=(具 4F的に

2 -拍    3 二 相 4 三 納 5 四 拍

frl)

同13 隅 子て楽しむ自鞠 をいつ開催されれ|ま争加しやすしヽとお考えでしょうか。当てはまる

もの 〕つを遇んでください。

1 平 口   2 呂 木   3 連 体   4 子 ともの長期体案中   5 そ の他

関14 「新 で葉しむ日抑 ほどの季節に開催されねば筆加したいと思いますか。

当てはなるもの 〕つを遺んでください。

1杯 2 受 3 秋 4 冬    5 季 節を問わない

田15 陳 子で案しむ目擦学側 の期間を2泊 3日とした場合 六 人 1人にRや してもよいと考えられ

る費用はいくうくらいでしょうか 〈穀 を含めて)

関16 あなたこ自身は団曰電自然学校にRRRを もたれましたおヽ 当てはまるもの 1つを選んでください。

|  十 万1  1■ 1位

1 大 変黙 をもった

3 あ まり興味をもたなかった

2 少 し興味をもった

4 金 く興味をもたなかつた

一
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次に こ のアンケー トHEに こ回罰 たヽだいているあなた目郵のことがらについてお8ね します

間17 あなたこ自募 日に承める慕しみや目的で次の中から 当 てはまる番号すべてにO印 をつけて

ください。

1 き の安らきを1すること

3 身 体を体めること

5 健 康や作力の向 しをめますこと

7 日 本に触れること

9 自 分で作れる単びを消たすもの

11 好奇さを耐たすこと

〕3 策 沢な気分にひたること

15 技術や8t所の向上をめざすこと

17 科滝力を発揮すること

19 暗や騒体を牟ししこと

21 推 理 想 像を染しむこと

間18 あなたとお子さまの統捕

2 友 人やm人 との交流を栄し0こ と

4 家 族との技況を来しとこと

6 日 常生活の開放感を味わうこと

B 知 談や荻奏を高めること

10 芸術や美的な四心を嗣たすこと

12 社会や人のために役立つこと

14 仕事や学留への新しいま欲を仲ること

16 仕事や学常に役立つこと

13 実桂 (収大)に 構げつくこと

20 脱 を強い域■すること

22 ス リルを1味わうこと

J 父 2  1 ,    3  祖 究 4  机 母 5 そ の他 (

間卸 お なた自身 自 然0中 で活動することに関心がありますか。

間19 あなたは何人琢峡でしょうか

(    )人

1あ る    2な い

同22 お なたの】畳まいは

1 排 布にある 2 少 しある   o あ まりない   4 全 くない

間21 あ なた自身は自然体験を目的にしたイベントやフログラムにむ加したことはありますか6

3 わ からない

)lj 部 ( )区 Ⅲい

以上でアンケートはおわりです。ご聞力ありがとうございました。
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